





































































に依りどころとなる枠組 (InterpretativeFrame)を提示している O また，本論文の読者が文中で使用
される基本的なイスラーム教の概念について理解する一助となるように，第3章ではイスラーム教につ
いて簡潔にまとめた導入部を設けるO 第4章はイスラーム思想、の 2つの主要な原典一コーラン (Koran
) ，ハディス (Hadith)を通じて，イスラーム教における働くことの意味について論じる O 第 2部は，
本研究の実証的側面を扱っている O ここに含まれるのは，方法的側面および諸結果の分析である。その
















IMS， EMS)において，もしくは，組み合わされたサンプル (CS)においても 3つのRINDEX
のレベルは，表 1に示されるように，パーセンテージ配分によるとほとんど等しい分布を示す。
さらに，予想通りに，我々はRINDEXが年齢と教育水準という個人的要因に関連している事を見出し
たO 表 1-1と図 3-1に示されるように， c Sの中での最も高齢者層のサンプノレはHRINDEXの比率
が最も高く，逆に，最も若年齢者層のサンプlレはHRINDEXの比率が最も低い。
SAIIPLE HR I HDEX IIRINDEX LRINDEX 
JMS 34.5 • 3&.4 29.1 
"・110 38 .. 40 3% 
lMS 34.1 Z9.! 34.1 
n-I2D 4z 36 4Z 
EMS 33.0 35.7 31.3 
n-115 38 41 36 
c s 34.2 33. • 31.1 
n-345 118 117 110 
Tlbl・1.Percent・g・andfr・quency'd¥strlbutl。向fRINDEX for・8ch
Sb・ple・ndlhe Co・blnedSaaple 
• Percenla，e .. Nu・berof c・g・s
Age Calegorles IIRINDEX MRIHDEX LRINDEX 
A. 25 -33 9.3 18.8 22.7 
B. 34 --37 17..8 %3.1 Z2.7 
C. 38 ・ 40 18.6 27.4 Z9.1 
D. 41 ・ 44 26.3 18.8 18.2 








Younlest Ase Ca lesor I es Dldesl 
F Igur・3・1. Gnphlc 刊 presenlatlon01 RINDEX by Age Calegorles 
Educallon Level HRINDEX IIRIHDEX LRIHDEX 
Prl・ry 13.& 1&.2 ZZ.7 
Secondery 18.6 23.1 34.S 
Collese 38.1 35.0 U.I 
Unlversll)' %9.1 24.1 15.5 















Work Definl tlon HRINDEX MRINDEX LRINOEX c s 
Di田ensions
EWDD 19.5 20.2 4U.6 26.8 
SWDD 31.8 30.8 21.9 28.9 
DWDO 46.2 31.5 20.9 35.0 
BWOO 2.5 11.5 16.6 9.3 
Table 3・6.Percentage dlstributionof Work Oefinition~ Oi圃ensions

















Work HRINDEX MRINDEX 
Centrality n-118 n-l11 
HWC l 61.9 
MWC 2 21.2 
LWC， I 3 11.0 
IWG・1I1ghWork Centrallty 










lable Z・4. Percentage Distribulion of Work Cenlrality Score by Religious 



















WORK fUHCT 10HS HRIHDEX IIRINDEX LRINDEX 
PRESTIGE-STATUS 12.0 11.0 9.9 
IHCOIlE 12.3 22.5 37.3 
OCCUPYIHG 5.' 8.2 16.4 
COHTACTS 18.3 13.8 8.4 
SOC 1 ETY 27.4 23.7 15.5 
IHTR IHSIC 24.3 20.7 12.4 
















曹。rkGoals Dlunslon I IIRIHDEX 
Econ。・IcDlmenslon 7.3 6.6 3.8 
Co・lortOl..nolon 7.5 7.1 Z.9 
Tab le4・6. Relatlye I・porlance01 .ork loal. DI..nslons by Rellllou. 
Index 
Table 4・Z. Mean nu・ber01 polnts out 01 100 polnls asslsned lo・ork












Rellglous Index C E M C O M 
Levels Agree Disagree Agree Disagree 
HRINDEX 51.8志 48.1 69.2 30.7 
MRINDEX 58.8 40.9 66.9 33.1 
LRINDEX 74.2 26.4、 49.9 so.u 
Table 5・10. Comparlson between the RINDEX levels in respect to the 


















としてはコラーン (Koran)とハディース (Hadith)を用いている O
本研究の基本仮説は， RINDEXの水準によって，働くことに対する態度が異なるということである。
すなわち， (1)HRINDEX (High RINDEX)の被調査者はLRENDEX(Low RINDEX)の被調査者よ
り，働くことを社会的義務 (SocialObligation)や社会への貢献 (Contributionto Society)として
定義するが， LRINDEXの被調査者はHRINDEXの被調査者より，これを経済的に定義する (Economic
Definition)o (2)HRINDEXの被調査者はLRINDEXの被調査者に比べて， ~仕事中Jl二't:生 JI (Work 
Centrality)が高い。 (3)働くことの機能 (Work Function)として， HRINDEXの被調査者は社会への
貢献を果す機能(Functionpermitting Contribution to Society)，内発的機能 (ExpressiveFunction) 
を重んじ，一方， LRINDEXの被調査者は収入獲得の機能 (IncomeProducing Function)を重んじる O
(4)RINDEXの水準によって，働くことに関する社会規範 (SocietalNorms about Work)に対する同
意の程度が異なる O すなわち， HRINDEXの被調査者は義務規範 (ObligationNorms)に同意するが，
LRINDEXの被調査者は権利規範 (EntitlementNorms)に同意する。
これらの諸仮説を，日本在住の日本人・インド人・エジプト人男性のイスラム教徒を調査対象として，
日本並びに欧米8ヶ国の質問氏方式を用いた調査方式で実証した。
なお，本研究は，イスラム教における『働くことの意味』やイスラム教の経済的倫理に関するMax
Weberの批判を述べている。また，日本とイスラム教との歴史的関係を述べ，現在の日本のイスラム教
徒のコミュニティーを社会心理学的に分析を行なったオリジナルな知見を提示している。
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本研究はイスラム教徒に関する社会心理学の研究として前人未踏のものであり，イスラム教徒を対象
としたユニークな研究であり，その概念提示，実証的データ解析とその結果は学術博士の学位を授与す
るのに充分であると判定した。
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